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「苦難の日に」
（マルコ13:1-13）

挽地茂男
2019.5.12 日本基督教団千歳丘教会

先週はマルコによる福音書の第

２論争物語集の最後のエピソード

を読みました。今日はその続きの

１２章３８－４０節の「律法学者

批判」、４１－４４節の「やもめ

の献金」へと話を進めていくとこ

ろですが、これらの箇所は昨年の

１０月にすでにお話させて頂いて

おり、ホームページにも文書の形

で掲載されておりますので、今回

は割愛させていただくことにいた

しました。本日のマルコによる福

音書１３章の冒頭の部分も一昨年

の１１月にお話ししておりますの

で、割愛しようと考えたのですが、

こちらはホームページに掲載があ

りませんので、ホームページの記

載内容に連続性を持たせるため

に、お話しさせていただくことに

致しました。今日は１３章１－４

節を読みたいと思います。

このマルコによる福音書１３章は

「小黙示録」と呼ばれています。ヨ

ハネ黙示録のように長編の黙示録で

はないけれども、小型の黙示録だと

いう訳です。今日の箇所はその一部

です。黙示録ですから、当然世の終

わりのこと、終末が語られます。

つまりマルコ福音書１３章は世界

の終末（終わり）について語る主

イエスの「終末的説教」なのです。

１３章は「終末的説教」と呼ばれ

るほか、黙示録に出てくる表現や

要素が数多く見られるので「黙示

的説教」とも呼ばれます。ヨハネ

福音書を除く、マタイ、マルコ、

ルカによる福音書（つまり共観福

音書）はすべてこの「黙示的説教」

が「受難物語」の直前に配置され

ています。この配置の意図は、共

観福音書の基礎となるマルコ福音

書では、きわめて明瞭であります。

そしてマタイもルカも基本的にそ

の意図を引き継いでおります。す

なわちこの配置は①まず、この「黙

示的説教」でやがて訪れる「世界

の終わり」を描写しつつ、②次の

１４章以下に示される、もう一つ
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の終わり、「イエスの生涯の終わ

り」の描写、つまり「受難物語」

の背景(遠景)を描いているので

す。つまり、③二つの終わりが、

ある種の緊張関係を持ちながら、

物語の近景と背景（遠景）を形成

します。「黙示的説教」は神が創

造された世界の終わりという「決

定的な時の到来」を告げ、それに

続く受難物語は、イエス・キリス

トの生涯の終わりという「決定的

な時の到来」を描きます。この二

つの「終わり」は、二重写しにさ

れていて（ダブルイメージで語ら

れていて）、主イエスの受難の出

来事に終末論的な光を投げかけて

いるのです。〔※世界の終末に起

る｢審き｣ krivsi" とは、その言葉

の動詞形 krivnw が「分ける」とい

う意味で、終末には神がすべての

正邪を分け、白黒をおつけになる

ことを意味しています。「受難の

出来事に終末論的な光を投げか

る」ということは受難のとらえ方

で、わたしたちの救いに白黒がつ

くという含意をもっているので

す。〕

新約時代の古代哲学〔例えばス

トア哲学〕では、宇宙や自然をマ

クロ・コスモス（大宇宙）と見、

人間や社会をミクロ・コスモス

（小宇宙）と見る見方が出てまい

ります。星やその

他の天体が規則正

しく運行し、季節

の移り変わりにも

秩序があります。

このような宇宙や

自然をマクロ・コ

スモス（大宇宙）

と呼ぶのです。そしてマクロ・コ

スモス（大宇宙）の秩序にならう

ように人間や社会というミクロ・

コスモス（小宇宙）も秩序あるも

セネカ（前1年頃-65年4月）
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のでなければならない、となるの

です。今このような古代哲学の表

現を使うことを許して頂ければ、

「世界の終わり」というマクロ・

コスモス（大宇宙）の動きと、一

方の「イエスの生涯の終わり」と

いうミクロ・コスモス（小宇宙）

の「終わり」への動きが、まるで

遠景と近景のように重なっている

のです。ですから、主イエスの生

涯それ自体が「世界の終末」を前

提とした生き方、つまり終末(終

わり)を意識した生き方の典型と

しても見ることができるのです。

その生き方の重要な側面を本日

の箇所は語っているのです。「何

かが壊れるとき」それは、わたし

たちにとってあまり良いことのよ

うに思われませんが、聖書では必

ずしもそうではありません。良い

ものがやって来るとき、必ず何か

が壊れるのです。主イエスの生涯

が十字架で壊れるとき、救いが現

実のものとなっていくのです。こ

の世界は終末の破壊を通して、新

天新地に生まれ変わるのです。わ

たしたちもまた、古いわたしたち

を砕かれて新しくされていくので

す。パウロはこのことを「古い人

に死んで新しい人に生まれ変わ

る。肉の人に死んで霊の人に生ま

れ変わる」と言いました。

さて本日の箇所であるマルコ福

音書１３章１－４節は、イエスと

弟子たちの一行が、神殿の境内を

出て行くとき、エルサレム神殿の

壮麗さに感嘆した弟子の一人の言

葉から始まります。１節「先生、

御覧ください。なんとすばらしい

石、なんとすばらしい建物でしょ

う。」それに対して主イエスがエ

ルサレム神殿の崩壊を語ります。

２節「これらの大きな建物を見て

いるのか。一つの石もここで崩さ

れずに他の石の上に残ることはな

い」と答えます。そして３節に進

むと、主イエスと弟子たちは場所

をオリーブ山に移動して、３節「イ

エスがオリーブ山で神殿の方を向

いて座っておられると、ペトロ、ヤ

コブ、ヨハネ、アンデレが、ひそ

かに尋ねた。」オリーブ山からエ

ルサレムを見下ろしながら弟子た

ちが主イエスに尋ねたのは、４節
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「そのことはいつ起こるのですか。

また、そのことがすべて実現する

ときには、どんな徴があるのです

か」という質問でした。この質問

を受けて、５節以下に、主イエス

が終末について預言をするという

流れになっております。本日の箇

所である１－４節は、５節以下の

主イエスの「終末預言」の導入部

分に当たるところなのです。

この導入部分は、今見ましたよ

うに二つの場面から成り立ってい

ます。最初の場面は、①「神殿境

内から外へ」と向かっていく主イエ

スと弟子たちの移動の場面です。そ

の移動の最中になされた主イエスと

弟子たちの問答を描きます。第二の

場面は、②オリーブ山からエルサレ

ムを見下ろしながらなされる、主イ

エスと弟子たちの言葉のやりとりを

描きます。

エルサレム神殿が主イエスと弟子

たちの目の前にあります。この神殿

は、紀元前２０年にヘロデ大王に

よって完全改築に近い形で大拡張

された神殿で、「ヘロデの神殿」

とも呼ばれます。この美しい神殿

を持つエルサレムは、当時の地中

海世界でも有数の神殿都市の一つ

になります。その「神殿境内から

外へ」出て行くとき――今、見ました

ように――弟子の一人が感嘆の声をも

らします。「先生、御覧ください。

なんとすばらしい石、なんとすば

らしい建物でしょう」（v.1）。エ

ルサレム神殿西壁（嘆きの壁）の

発掘調査によって、ヘロデ時代に

神殿改修のために使用された巨大

な石が発見されています。それら

の石の一つは、地表に露出した表

面だけで長さ１５メートル以上、

幅２.５メートルの石で、地中の

測定不能の深さが未確定ですが、

その重量見積もりは４２０トンか

ら６００トンに達します。この石

とその他無数の石には、特有の縁

取りがなされており、弟子の一人

がイエスの注目を喚起しようとし

た、当時の神殿の建物の壮大さと

美しさを立証しています。主イエ

スの神殿破壊の預言は、弟子の

この賛嘆の言葉への応答として

語られますが、しかし、このよ
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うな頑丈な石造物と立派な建築物

は、人の心に、確実に、永続性の

感覚を吹き込み、人は、差し迫っ

た破局を意識することはできなか

ったでしょう。

昔、学生時代の話ですが、夏休

みが終わって新学期に授業に出席

するために、駅からキャンパスに

向って歩いている途中で、聖書学

を習っていた指導教授に会ったん

です。一緒にキャンパスの門をく

ぐったところで、おどろいたこと

に夏休み前までは、地面がむき出

しであったキャンパスに、小さな

ブロックが敷き詰められていて、

見違えるほど美しいキャンパスに

様変わりしていたのです。驚いて

「いやー、綺麗になりましたね」

と申しますと、指導教授が「これ

がいつまでもこのままってことは

ないんだよね」と申します。(こ

こで聖書引用をもってくるとは)

ちょっとキザだな、とは思いまし

「エルサレム陥落」 David Roberts (1850)

たが、理屈ではその通りです。「は

あ」と答えました。完成品を見る

と、それの崩壊を考えることが難

しくなります。

ガリラヤの田舎から出てきた弟

子たちにとって、エルサレム神殿

の壮麗さは、崩壊の「ほ」の字も

感じさせないほどであったのかも

しれません。「これらの大きな建

物を見ているのか」と主イエスは

切り出します。彼らの視線が、直

接的な対象に支配されて、人間的

な価値観から解放されていないの

を知って、こう続けます。「一つ

の石もここで崩されずに他の石の

上に残ることはない。」弟子たち

のすべての期待に反して、主イエ

スは神殿の完全な崩壊について語

るのです。しかしこうして、建造

物の壮麗さに対する弟子たちの

直接的な反応が、破壊の預言によ

って相対化され、人間的価値観が

粉砕されたところに、神の次元(神

的次元)の介入が準備されるので

す。

ここで主イエスが語っておられ

る神殿の崩壊は、主イエスが地上

の生を終えられて約４０年を経

た、紀元７０年のユダヤ戦争の際

にローマ軍によってなされたエル
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サレム神殿の破壊を指しています。

そうすると主イエスは４０年以上も

前から神殿の崩壊を予言しておられ

たということになります。そんな

ことがあるはずはない、と考える

人たちがいるのですね。それでこ

れは「事後預言」だと言い出すわ

けです。つまり「事柄」が起こっ

た「後」になって、実はこのこと

を、イエスはあらかじめ予言して

いたことだ、とマルコの時代の人

たちが後から取って付けた、後付

けだと言うわけです。しかしこう

いう言い方は、勉強しない人がよ

く言う言い方なのです。

神殿崩壊の予言は新約聖書に始

まったわけではなく、旧約聖書か

ら頻繁に出てきます(ミカ3:12,

エレミヤ7:14, 26:6, エチオピア

・エノク書90:28[BC.２c])。ちな

みに預言者エレミヤは主の神殿の

門に立ち、主を礼拝するために神

殿の門を入っていく「ユダの人々」

に「お前たちの道と行いを正せ」

と神の言葉を語りかけて、神殿の

崩壊を予言します。エレミヤ書７

章１－１４節〔中略を含む〕。

7:1 主からエレミヤに臨んだ言

葉。7:2 主の神殿の門に立ち、こ

の言葉をもって呼びかけよ。そし

て、言え。「主を礼拝するために、

神殿の門を入って行くユダの人々

よ、皆、主の言葉を聞け。7:3 イ

スラエルの神、万軍の主はこう言

われる。お前たちの道と行いを正

せ。……7:4 主の神殿、主の神殿、

主の神殿という、むなしい言葉に

依り頼んではならない。7:5-6こ

の所で、お前たちの道と行いを正

し、お互いの間に正義を行い、寄

留の外国人、孤児、寡婦を虐げず、

無実の人の血を流さず、異教の神

々に従うことなく、自ら災いを招

いてはならない。…7:9 盗み、殺

し、姦淫し、偽って誓い、バアル

に香をたき、知ることのなかった

異教の神々に従いながら、7:10

わたしの名によって呼ばれるこの

神殿に来てわたしの前に立ち、『救

われた』と言うのか。お前たちは

あらゆる忌むべきことをしている

バビロンに連行されるユダヤの民
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ではないか。7:11 わたしの名に

よって呼ばれるこの神殿は、お前

たちの目に強盗の巣窟と見えるの

か。そのとおり。わたしにもそう

見える、と主は言われる。…わた

しが先に繰り返し語ったのに、そ

の言葉に従わず、呼びかけたのに

答えなかったから、7:14 わたし

の名によって呼ばれ、お前たちが

依り頼んでいるこの神殿に…わた

しはシロにしたようにする〔つま

り神殿を滅ぼす〕。

しかし神の語りかけにもかかわら

ず、「ユダの人々」はその「道と

行いを正」すことをしなかったの

です。その結果が、バビロン捕囚

であり、エルサレム神殿の破壊で

あったのです。

バビロン捕囚以後も、ユダヤの

民は、繰り返し宗教的な堕落に陥

ったのでした。そのたびに、預言

者たちは警告を発し、エルサレム

とその神殿の運命について予言し

たのです。新約の時代と旧約の時

代の間の「中間時代」と呼ばれる

時代にも、神殿破壊の予言を記し

た文献が残っています（レビの遺

訓16:4、ユダの遺訓23:3、シュビ

ラの託宣 3:665など）。またラビ

文献（特に重要なのは、ヨハナン

･ベン･ザッカイの預言。y.Solah
6.3; b.Yoma 39b, 'Abot R. Nat.,
[Ａ ] § ４］｡「ラビ」はユダヤ教

教師のこと）などにも同様の予言

が見られます。

キリスト教に近いところでは、

ヨセフスの書いた『ユダヤ戦記』

という１世紀の歴史書に、来るべ

き神殿の破壊を予言した人物の記

事が残されています。〔ヨセフス自

身も、神殿の破壊を予見したと主

張しています（『ユダヤ戦記』3.8.

3, §§351-52;『ユダヤ戦記』6.2.1,

§109など）。〕ヨセフスが伝える

人物の名前は

イエス。でも

わたしたちの

信じる主イエ

スとは別人で

す。

〔ユダヤ〕戦

争が起こる４年

前……、アナニアスの子イエスと

呼ばれるどこにでもいる田舎者が

……神殿の中に立つと、突然、大

声でこう叫んだのである。「東から

の声、西からの声、四方の風から

の声！ エルサレムと聖所を罵倒す

る声だ！」そして彼は「エルサレム

に災いあれ」と繰り返し…「この

フラィウス・ヨセフス
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都と民と神殿に災いあれ」……「そ

してわたしにも、災いあれ」と口

にした瞬間、投石機から発射され

た石が命中して即死した。こうして

彼は、呪いの言葉を口にしながら

死んだ（『ユダヤ戦記』VI.5.3［§

301、§306、§309］）.

さまざまな資料と照らし合わせ

てみた結果は、わたしたちの信じ

る主イエスが神殿崩壊を預言した

ということを否定し、この預言を

「事後預言」として後付けされた

ものだとする根拠はないというこ

とです。

しかし大切なのは、そのような

後付けか否かということではなく

て、むしろ、主イエスによる神殿

破壊の預言がここに置かれている

ことの意味なのです。この神殿崩

壊の預言は、１１章から始まる神

殿境内でのサンヘドリンの重鎮、

ファリサイ派、サドカイ派の人々

や、律法学者、宗教指導者たちと

の論争物語集（「第２論争物語集」）

と１３章をつないでいるのです。

それは１２章の終わりの二つの記

事をみると明らかになります。つ

まり主イエスは１２章３８－４０

節で、律法学者の内実についてこ

う語ります。

12:38 イエスは教えの中でこう言

われた。「律法学者に気をつけな

さい。彼らは、長い衣をまとって

歩き回ることや、広場で挨拶され

ること、12:39 会堂では上席、宴

会では上座に座ることを望み、12

:40 また、やもめの家を食い物に

し、見せかけの長い祈りをする。

このような者たちは、人一倍厳し

い裁きを受けることになる。」

律法学者の欺瞞を指摘し、彼らの

強欲さに警告を与えた後に、もう

一つの記事つまり貧しい「やもめ

の献金」の記事が続きます。１２

章４１－４４節。

12:41 イエスは賽銭箱の向かいに

座って、群衆がそれに金を入れる

様子を見ておられた。大勢の金持

ちがたくさん入れていた。12:42

ところが、一人の貧しいやもめが

来て、レプトン銅貨二枚〔約160

円です〕、すなわち一クァドラン
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スを入れた。12:43 イエスは、弟

子たちを呼び寄せて言われた。「は

っきり言っておく。この貧しいや

もめは、賽銭箱に入れている人の

中で、だれよりもたくさん入れた。

12:44 皆は有り余る中から入れた

が、この人は、乏しい中から自分

の持っている物をすべて、生活費

を全部入れたからである。

律法学者の欺瞞的な敬虔さに対す

る警告（12:38-40）と、寡婦の最

後のレプトン２枚（12:41-44）と

神殿の破壊の預言（13:1-2）の間

の結びつきは明らかです。律法学

者は、まもなく破壊されるであろ

う神殿体制の一部であり、それと

は対照的な貧しい寡婦は神殿にお

ける真の礼拝者の姿を象徴しま

す。イエスの神殿破壊の預言は、

後ろ向きに〔後方を指示して〕、

神殿にいる二種類の対照的な礼拝

者を描いた律法学者と貧しい寡婦

の二つの記事に、終末論的な重み

を与え、それらが破壊が預言され

る根拠であることを提示しつつ、

今度は、前向きに〔前方を指示し

て〕、神殿の破壊とさらに主イエ

スの受難〔ヨハネ福音書では主イ

エスの死と復活を「神殿の破壊と

再建」に例えて語る。ヨハネ2:19

-21〕と、さらにはその破壊を超

えた新たな次元の到来を示してい

るのです。

人間の確立した確かさ、それは

神殿という、神に対する敬虔さを

象徴する大建造物のような、大が

かりな業績の上に築き上げた確か

さであっても、偽りの確かさはす

べて、崩壊を免れないものなので

す。

さて次に第二の場面です。３節

に移ると、場面が変わります。場

所はオリーブ山です。主イエスの

一行がたどったルートは、おそ

らく都の東の門を通って、オリー

ブ山のふもとに続く道です。主イ

エスは、エルサレム入城（11:1-

11）以来続いてきた神殿におけ

るユダヤ教の宗教指導者との一

連の論争（「第二論争物語集｣11:

27-12:40）を先ほどの「律法学

者への警告」（12:38-40）で締め

くくり、神殿における真の敬虔

の実例として「寡婦の献金」（12

:41-44）に言及して、今、神殿

を後にしました。群衆の歓呼に

迎えられてエルサレムに入城し

たはずの平和の王は、ついには

指導者層からは拒絶されて、い

ま神殿を退城していくのです。
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この退城が決定的であるのは、

その直後に「エルサレム神殿破

壊の預言」（2節）が語られてい

ることからも明らかです。それ

は、エルサレムとの決別を意味

しているのです。エルサレムに

残されているのは、もはや審き

の宣告のみなのです。主イエス

の呪いの言葉によって「枯れた

いちじくの木」（11:12-14/20-21）

の物語が象徴

し て い た の

は、まさにこ

の神殿体制の

破壊であった

の で す 。 マ ル

コはこの「枯れたいちじく」の

物語を二つに割って、その間に

「宮清め」（11:15-19）の物語を

挟みこんで「サンドイッチ」に

することによって、神殿に対す

る審きの宣告を相乗的に確定し、

強化したのです。

主イエスの一行は、神殿を後

にして、都の東の門を通り、オリ

ーブ山のふもとにから、神殿の丘

の美しい建物群を見下ろすことの

できる地点に上っていきました。

オリーブ山は神殿の丘よりも高

く、神殿に向かいあう位置にあり、

主イエスが終末の出来事について

語る（5-37節）のに適した場所な

のです。さらに、ユダヤ教の伝統

においては、オリーブ山で神殿に

向かって座るということは宗教的

に特別な意味をもっているのです

（Strack-Billerbeck 1922:Ⅱ 46）。
すなわち、この箇所における主イ

エスは、ゼカリヤ書１４章４節に

見られる終末的な審判者が、主の

日にオリーブ山に立つという絵画

的な描写と二重にされているので

す（Lightfoot 1950: 49）。
その日、主は御足をもって／エル

サレムの東にある／オリーブ山の

上に立たれる。
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これによって、神殿崩壊をより大

きな巨視的な視点、つまり超越的

・終末的視点から見る目が与えら

れるのです。

マルコ福音書１３章は、「小黙

示録」と呼ばれることがあるよう

に、大変動による混乱、切迫した

審判、世界の終わりを告知します。

主イエスによる神殿崩壊の預言

は、その端緒です。現在残されて

いる「嘆きの壁」の基底部分を形

成している大きな石の塊は、弟子

たちに賛嘆と畏怖の念を吐露させ

た、かつての壮大な建築の存在を

示す目に見える証拠です。どんな

に堅牢な建物や制度に見えても、

それらはすべて転覆の可能性を持

っているのです。

わたしたちの多くは、自分たち

のしっかりと構築された世界が挑

戦を受け、それが揺るがされるこ

とを望みません。自分の世界がし

っかりと構築されていると確信す

るとき、むしろ、わたしたちは変

化と変革を好みません。わたした

ちは、自分へ

の信頼と〔自

分がしっかり

と立っている

という〕自立

の神話のまわりに、自分の生き方

を構築します。混乱と変革は、わ

たしたちが注意深く造り上げ、そ

こに安住している世界や構造を脅

かします。それゆえ、神が現に存

在されることと神がわたしたちを

救ってくださること、つまり神の

臨在とわたしたちの救いの必要性

を、しっかりと見定めるときのみ、

わたしたちは変化と変革を歓迎す

ることができるのです。それは、

わたしたちが過去を手放し、わた

したちの生命と生活および神の世

界に現われる再生の(微弱な)しる

しに場所を空けて準備する時にや

って来るのです。わたしたちは信

念ではなく、信仰によって生きる

必要があるのです。信念は、なく

さないようにしっかりと握りしめ

るものです。信仰とは、神への信

頼を持って、可能性に対して、自

己を開くことなのです。

主イエスは、外見的な事物の彼

方にある現実を見ています。イエ

スの呪ったいちじくの木は(11:12

-24)、古い生命の在り方（宗教生

活）の死を示すと同時に、それは

まさに信仰と祈りによって導かれ

る新しい生き方への再生を(予)示

しているのです。アドベントは元
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来「到来」を意味するラテン語の

言葉(adventus)です。第一のアド

ベントは、主イエス・キリストの

到来・誕生です。第二のアドベン

トは、主イエス・キリストの到来

・再臨です。アドベントの派生語

に〈アドベンチャー〉という言葉

がありますが、二つのアドベント

はいずれも、外見的な事物の彼方

にある現実へのアドベンチャーへ

とわたしたちを誘うのです。イン

マヌエルの誕生と、人の子の再臨

は、世界における神の臨在と救い

のしるしです。混乱と苦しみと審

きのただ中にあって、神の聖なる

臨在のイメージは、ニヒリズムや

絶望と対極をなします。わたした

ちの知る世界は終わりつつありま

す。しかし、神はこの混乱のただ

中に臨在するのです。わたしたち

は、古い世界の破滅における絶望

から、すでに実現しつつある新し

い世界の誕生の兆しへと導かれる

のです。世界の混乱と困惑のただ

中に、常にわたしたちと共におら

れる、その主イエスと共に、新し

い一週間の歩みを踏み出したいと

思います。祈りましょう。

2017.11.12 日本基督教団千歳丘教会

2019.5.12 日本基督教団千歳丘教会



- 13 -

13:1 イエスが神殿の境内を出て

行かれるとき、弟子の一人が言っ

た。「先生、御覧ください。なんと

すばらしい石、なんとすばらしい

建物でしょう。」

13:2 イエスは言われた。「これら

の大きな建物を見ているのか。一

つの石もここで崩されずに他の石

の上に残ることはない。」

13:3 イエスがオリーブ山で神殿の

方を向いて座っておられると、ペト

ロ、ヤコブ、ヨハネ、アンデレが、

ひそかに尋ねた。

13:4 「おっしゃってください。そ

のことはいつ起こるのですか。ま

た、そのことがすべて実現するとき

には、どんな徴があるのですか。」

13:1 Kai; ejkporeuomevnou aujtou' ejk tou'

iJerou' levgei aujtw'/ ei|" tw'n maqhtw'n

aujtou', Didavskale, i[de potapoi; livqoi

kai; potapai; oijkodomaiv.

13:2 kai; oJ !Ihsou'" eiaujtw'/, Blevpei"

tauvta" ta;" megavla" oijkodomav"_ ouj

mh; ajfeqh'/ w|de livqo" ejpi; livqon o}" ouj

mh; kataluqh'/.

13:3 Kai; kaqhmevnou aujtou' eij" to;

#Oro" tw'n !Elaiw'n katevnanti tou'

iJerou' ejphrwvta aujto;n kat! ijdivan

Pevtro" kai; !Iavkwbo" kai; !Iwavnnh" kai;

!Andreva",

13:4 Eijpo;n hJmi'n povte tau'ta e[stai

kai; tiv to; shmei'on o{tan mevllh/ tau'ta

suntelei'sqai pavnta_


